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招 集 期 日 令 和 元 年 ８ 月 ２ ８ 日 (水 ) 会議の場所 教育委員室 

会議の時刻 開会の時刻  午後１時３０分 開 会 者 教 育 長 

及び宣告者 閉会の時刻  午後２時１０分 閉 会 者 教 育 長 

委 員 出 席 状 況 

氏 名 摘 要 氏 名 摘 要 

秋 本 文 子 教 育 長 出 席   平 野 博 之 委 員 出  席 

柿沼拓弥教育長職務代理者 出 席 岩 﨑 智 子 委 員 出  席 

 髙 瀬 賢 一 委 員 出 席   

議 事 参 与 者 及 び 

説明のための出席者 

川島学校教育部長 寺崎生涯学習部長 須永教育総務課長 矢野学校教育課長 

小島学校給食センター所長 岡田生涯学習課長 水野スポーツ振興課長 奥野図書館長兼郷土資料館長  

書 記 名 教育総務課総務係 横山  

会議事件名 て ん 末 

 

開 会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日程第 1 

前回会議録の承認  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

教育長 

 

 

 

教育長 

 

8月定例教育委員会を開会 

 

 

教育委員会の会議は公開が原則となっているが、人事に関する

事件等について出席委員の 3分の 2以上の多数で議決した場合は

非公開とすることができる。本日の日程で協議事項 1は、公表前

の情報に関する案件のため、追加議案である議案第 52 号は人事

案件のためそれぞれ非公開としてよろしいか。 

 

異議なしの声あり 

 

 協議事項 1及び議案第 52号は会議を非公開とする。 

 

 

7月定例教育委員会の会議録について諮った 

 

異議なしの声あり 

 

前回会議録は、承認された旨宣した。 
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会議事件名 て ん 末 

 

 

日程第 2 

報告事項 1 

令和元年度教科書展

示会の結果について  

 

 

 

 

 

 

報告事項 2 

学校給食センター職

員による学校訪問に

ついて 

 

 

 

 

 

 

報告事項 3 

見学会「宝蔵寺沼ム

ジナモ自生地を訪ね

る」の結果について  

 

 

 

 

報告事項 4 

第 22回羽生市吹奏楽

フェスティバルの開

催について  

教育長 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

学校給食センター所長 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

生涯学習課長 

 

 

 

 

 

 

 

生涯学習課長 

 

報告事項 1について、学校教育課長から説明を求めた。 

 

 

羽生北小学校内の羽生市教科書センターにて、6月 12日から 6

月 27 日までの期間で開催した。来場者数は、延べ 556 人であっ

た。昨年度に比べ来場者数が増えた要因は、今年度は小学校の教

科書採択の年であったためと考える。 

 

 

報告事項 2について、給食センター所長から説明を求めた。 

 

 

栄養教諭、事務職員、調理委託業者が学校の給食の時間に訪問

し、食育指導及び児童生徒との会食を実施する。また、学校内配

膳室の衛生管理や、配膳から後片付けの指導も行い、安全安心で

美味しい給食を提供するための一助とする。10月 10日から 1月

24日までの期間で、全 14校を訪問する。 

 

 

報告事項 3から 7について、生涯学習課長から説明を求めた。 

 

 

7月 28日に開催した。三田ヶ谷公民館にて羽生市ムジナモ

保存会によるムジナモや宝蔵寺沼についての解説をした

後、宝蔵寺沼ムジナモ自生地に移動して観察を行った。ム

ジナモは水面を覆い尽くす勢いで増殖しており、その量に

参加者は感嘆の声をあげていた。また、まぼろしの花と言

われているムジナモの花のつぼみを見ることができた。 

 

 

吹奏楽を愛する学校・団体に、日頃の練習の成果を発表

する機会を提供し、参加者相互の交流と技術の向上に資す

るとともに、市民に吹奏楽視聴の場を開放し、地域文化の

振興に寄与することを目的とし、10 月 6 日に産業文化ホー

ルにて開催する。参加団体は、中学校の部 6 校、高校の部 5

校、一般の部は 2 団体を予定している。 
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会議事件名 て ん 末 

 

報告事項 5 

令和元年度羽生市人

権教育指導者研修会

の開催について 

 

 

 

 

 

報告事項 6 

羽生市ＰＴＡ連合会

家庭教育研修会の開

催について  

 

 

 

 

 

 

報告事項 7 

高校生インストラク

ター講座「透明骨格

標本作り」の結果に

ついて  

 

生涯学習課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

生涯学習課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生涯学習課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

  

市内各種団体、関係機関等の組織の中で指導的な立場に

ある方を対象とし、人権教育指導者としての役割を担って

いただくことで、人権教育の推進を図ることを目的として

開催する。開催日程は、9 月 7 日、10 月 5 日、10 月 19 日、

11 月 2 日の計 4 回、会場はワークヒルズ羽生である。4 回

の研修のうち、3 回以上受講された方を研修会修了者とし、

修了証を授与する。 

 

 

家庭教育の重要性を再認識し、家庭・学校・地域が一体

となって安心して子育てできる環境づくりを推進するとと

もに、ＰＴＡの会員としての資質を高め、ＰＴＡ活動の活

性化を図ることを趣旨として、9 月 7 日にワークヒルズ羽生

にて開催する。東京ガスケミカル(株)取締役常務執行役員

の阿久根賢司氏を講師に招き、「木の上に立って見ましょ

う。子どもの自立を引き出すコーチング」と題し講演を行

う。 

 

 

 8 月 6 日に、羽生第一高等学校にて開催した。講師は、同

校科学部生徒 18 名で、参加者は 15 名であった。薬品に浸

し、組織を透明化した魚の骨格を染色液で染め、標本を作

製する講座であったが、受講者アンケートでは、14 名から

「良かった」との回答をいただき、講師の高校生の説明が

わかりやすかったとの声が多く寄せられた。講師となった

生徒は、初対面の人に教えることや、大勢の前に立って話

をすることの難しさを実感し、それが成長に繋がったと話

していた。参加者の子どもたちが、魚の骨格標本を完成さ

せ喜ぶ姿を見て、達成感を得た様子であった。 

 

 

報告事項 8 から 11 について、スポーツ振興課長から説明を求

めた。 
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会議事件名 て ん 末 

報告事項 8 

第 37回羽生市教育長

杯争奪中学野球大会

の開催について  

 

 

 

 

 

報告事項 9 

市制施行 65周年記念  

第 33回羽生市民体育

祭の開催について  

 

 

 

 

 

 

報告事項 10 

チ ャ レ ン ジ  the ス

ポ ー ツ  2019の 結 果

について 

 

 

 

 

 

 

 

報告事項 11 

令和元年度トップア

ス リ ー ト 育 成 事 業  

羽生市剣道教室の結

果について  

スポーツ振興課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

スポーツ振興課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スポーツ振興課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スポーツ振興課長 

 

 参加校のチームワークと技術の向上を図るとともに、近隣中学

野球部の交流を深めることを目的とし、9 月 7 日、8 日の 2 日間

に渡り、羽生中央公園野球場で開催する。参加校は、市内 3中学

校のほか、さいたま市から 1 校、加須市から 2 校、行田市から 1

校及び 3校の合同チームを招待し、計 8チームで試合を行う。過

去 4年間は、さいたま市の大谷場中学校が優勝しており、今年度

は是非、羽生市の中学校に優勝してもらいたい。 

 

 

 市民の体力づくり運動を推進し、スポーツ・レクリエーション

を通して心身の健全な発達とコミュニティースポーツの普及振

興を図り、健康で明るく住みよい地域社会をつくる機会とするこ

とを趣旨として、10 月 20 日に羽生中央公園陸上競技場を会場と

して開催する。雨天の場合は中止となり、順延はしない。競技方

法は、総合優勝制をとりいれ、地区対抗種目による合計得点によ

り順位を決定する。昨年度の優勝は三田ヶ谷地区、準優勝は手子

林地区、3位は岩瀬地区であった。 

 

 

 7月 6日に羽生市体育館にて開催した。参加人数は、小学生を

含む 64歳以下が 76名、65歳以上が 27名の計 103名であった。

内容は、準備運動のムジナもん体操に始まり、握力、上体起こし

などの体力測定の後、健康づくり推進課とのタイアップによる体

脂肪測定や血管年齢測定などの健康チェックを実施した。また、

ニュースポーツのフロアカーリングやスポーツ吹き矢などの体

験も行った。昨年度に引き続き実施した健康チェックが大変好評

であったほか、自己の体力を認識することができ、今後の生活を

改めるよい機会になったという声を多くいただいた。 

 

 

8月 10日に羽生市体育館にて開催した。指導者は、埼玉県剣道

連盟の山中茂樹範士 8段ほか 3名、参加者は、スポーツ少年団の

須影剣道会をはじめ 6 団体で、団体の指導者を含め 76 人であっ

た。教室の内容は、講師による講話と型の演武の後、小学生、中

学生、団体の指導者の 3班に分かれ実技指導を行った。数々の全 
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会議事件名 て ん 末 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告事項 12 

「図書館・郷土資料

館まつり」の結果に

ついて  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告事項 13 

企画展Ⅱ  宮澤章二

生誕 100周年記念「心

に光をともす詩人～

想 い を 言 葉 で 紡 ぐ

～」の開催について  

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

図書館長兼郷土資料館長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書館長兼郷土資料館長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

国大会で活躍する、高位の有段者から直接指導を受け、トップレ

ベルの演武、技術を肌で感じることができ、大変有意義な教室と

なった。 

 

 

 報告事項 12及び 13について、図書館長兼郷土資料館長から説

明を求めた。 

 

 

 7月 20日に羽生市立図書館・郷土資料館にて開催した。内容は、

昔の遊び体験、「作って遊ぼう！」と題した工作教室、人形劇ボ

ランティアによる人形劇及び読み聞かせ、朗読と琵琶演奏を実施

した。各催しの参加者は、昔の遊び体験と工作教室は 118人、人

形劇と読み聞かせは 75人、朗読と琵琶演奏は 35名であった。ま

た、当日は郷土資料館の企画展開催期間も重なり、入館者数は 648

人となった。昔の遊び体験や工作教室では、市民学芸員の協力に

より、自分で作る楽しみや昔の遊びに親しむ良い機会となった。

人形劇と読み聞かせでは、参加者は約 1時間、最後まで集中して

楽しい時間を過ごすことができた。朗読と琵琶演奏では、日頃聴

く機会の少ない琵琶の音色を参加者にじっくりと楽しんでいた

だくことができた。今後も一層来館者に親しまれるような催し物

を実施していきたい。 

 

 

宮澤章二は大正 8年に羽生市弥勒で生まれ、今年で生誕 100周

年を迎える。これを記念して郷土資料館で所蔵している宮澤章二

関連資料を展示し、人物像や作品について紹介するものである。

10月 26日から 12月 1日までの期間で、郷土資料館にて開催する。 

主な展示資料は、宮澤章二の愛用品、メモ・草稿、出版物等であ

る。関連行事として、11月 2日に宮澤章二の次男である宮澤新樹

氏による講演会を行うほか、さいたま文学館主幹の大明敦氏によ

る展示解説会を行う。 

 

 

報告事項に関して質問・意見を求めた。 
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会議事件名 て ん 末 

 平野委員 

 

 

スポーツ振興課長 

 

 

髙瀬委員 

 

 

 

スポーツ振興課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

髙瀬委員 

 

 

スポーツ振興課長 

 

 

柿沼委員 

 

 

 

生涯学習課長 

 市民体育祭が市制施行 65 周年記念とのことだが、例年と違う

取組が何かあるか。 

 

 体育祭の内容については例年と同じであるが、今年が市制施行

65周年であることをより周知するために冠を付ける。 

 

 種目の実施方法やルールに変更はあるか。小学生の対抗リレー

では、学校により児童数の違いがある中で、1 年生から 6 年生ま

で同じ条件で実施することに問題が生じないか。 

 

 先日、市民体育祭の実行委員会が開かれたが、実施種目につい

ては特に課題があって変更すべきものはないということになっ

た。今年も小学生の対抗リレーは実施する予定であり、学校によ

り児童数が異なることは承知しているのだが、これまでの反省会

等でそのことについて特に意見はなく、地区ごとに工夫している

様子である。むしろ大人が出場する種目で選手が集まらない等の

課題があり、参加しやすくなるよう出場人数や年齢枠を調整して

いる。 

 

 羽生市教育長杯争奪中学野球大会の参加予定チームに 3校の合

同チームがあるか、各中学校で部員が足りないということか。 

 

 その通りであり、部員数が集まらないとのことで、合同チーム

を結成して出場することとなった。 

 

 ムジナモ自生地の見学会の参加人数が 11 名ということで、少

し残念であるが、今回の見学会を実施して、ムジナモ保存会の方

から何か意見等はあったか。 

 

 ムジナモ保存会からは 3名に解説等をお願いした。7月 22日現

在でムジナモの数は 439,700株となった。かつてはムジナモがほ

とんどなくなってしまった時期もあったため、ムジナモ保存会で

は、ムジナモが順調に増えている現状に満足している様子であっ

た。また、7月 17日から 8月 7日にかけて、毎週水曜日にムジナ

モ自生地の一般公開を開催していたが、そのときは毎回 2、3個 
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会議事件名 て ん 末 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日程第 3 

協議事項 1 

羽生市立小中学校適

正規模・適正配置に

関する基本方針策定

指針 (案 )について  

 

 

 

 

 

 

 

日程第 4 

議案第 51号 

羽生市いじめ問題調

査審議会委員の委嘱

について 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

教育長 

 

教育総務課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

教育長 

 

 

学校教育課長 

 

のムジナモの花を見ることができた。参加人数は 11名が最高で、

遠方では千葉県からの参加もあった。参加者は高齢者、一人で参

加する方が多い状況であった。 

 

 

報告事項については、よろしいか。 

 

異議なしの声あり 

 

 

協議事項 1は、会議を非公開とする。傍聴人はあるか。 

 

傍聴人はない。 

 

  

 

 会議非公開 

  

 

 

 

 

 

 これより、会議を公開する。 

 

 

議案第 51号について、学校教育課長から説明を求めた。 

 

  

 羽生市いじめ問題調査審議会は 5人以内の委員で組織し、委員

の構成は、医師、弁護士、PTA関係者、識見を有する者、その他

教育委員会が必要と認める者を委嘱することと定められている。

この度、委員の 1人に欠員が生じたため、対象者を新たに委嘱す

るものである。任期は前任者の残任期間である。 
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会議事件名 て ん 末 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議案第 52号 

教育委員会事務局職員

の人事異動について  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

閉会 

 

教育長 

 

 

 

教育長 

 

 

 

教育長 

 

 

教育長 

 

教育総務課長 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

教育長 

 

 

教育総務課長 

 

 

 

教育長 

  

議案第 51号について、質問・意見を求めた。 

 

特になし 

 

議案第 51号については、よろしいか。 

 

異議なしの声あり 

 

議案第 51号は、可決された旨宣した。 

 

 

議案第 52号は、会議を非公開とする。傍聴人はあるか。 

 

傍聴人はない。 

 

 

会議非公開（可決） 

 

 

 

 

これより、会議を公開する。 

 

 

次回教育委員会日程について、事務局より説明の旨。 

 

 

9月定例教育委員会は、9月 25日 午後 12時 30分より、学校

給食センターにて開催する。 

 

 

閉会を宣した。 
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会議事件名 て ん 末 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

教育長                 

 

委 員                 

 

委 員                 

 

書 記                 

 


